
3の2項　生物兵器　省令第2条の2（第1項第一号～第2項第八号）（平成27(2015)年10月1日施行の貨物等省令・2015年12月25日施行のEU規則に準拠）

２０１５年版

注１）「対比用文言」：貨物等省令を細分化する必要がある場合、これを対比用文言と呼び、参考欄に示した。

貨物等省令にはない文言なので、注意すること。

注２）「EU規制の差異注意」（要）：EU規制が貨物等省令の規制内容と「厳密に」一致しないと判断される場合を示す。対比先とされるEU規制番号の使用に注意すること。

貨物等省令とEU規制のそれぞれの原文により規制内容を精査すること。

注３）エクセルの一つのセルに記入できる字数に制限があるため、必要に応じ「字数制約により、セル分割」などと記して、行を分けた。

注４）貨物等省令行は号番号が変わる毎にセル下地色を変えた。

日 参考

行
EU

別
政令 条 項 号

イロ

ハ
5桁 対比用文言（注１）

1 日 3の2(1) 2条の2 1

1C351,

1C353,

1C354

輸出令別表第１の３の２の項（１）の経済産業省令で定めるも

のは、次のいずれかに該当するものとする。

2 日 3の2(1) 2条の2 1 一
1C351,

1C354

ウイルス（ワクチンを除く。）であって、アフリカ馬疫ウイルス、ア

フリカ豚コレラウイルス、アンデアン・ポテト・ラテント・ウイル

ス、アンデスウイルス、エボラウイルス、黄熱ウイルス、オーエ

スキー病ウイルス、オムスク出血熱ウイルス、オロポーチウイ

ルス、ガナリトウイルス、キャサヌール森林病ウイルス、牛疫ウ

イルス、クリミア・コンゴ出血熱ウイルス、口蹄疫ウイルス、サビ

アウイルス、サル痘ウイルス、小反芻獣疫ウイルス、シンノンブ

レウイルス、水胞性口炎ウイルス、西部ウマ脳炎ウイルス、セ

ントルイス脳炎ウイルス、ソウルウイルス、ダニ媒介脳炎ウイル

ス（ロシア春夏脳炎ウイルスに限る。）、チクングニアウイルス、

チャパレウイルス、跳躍病ウイルス、テッシェン病ウイルス、

テュクロウイルス、デング熱ウイルス、痘瘡ウイルス、東部ウマ

脳炎ウイルス、ドブラバーベルグレドウイルス、トリインフルエン

ザウイルス（Ｈ５又はＨ７のＨ抗原を有するものに限る。）、豚コ

3 日 3の2(1) 2条の2 1 一
1C351,

1C354

（字数制約により、セル分割）

ニパウイルス、日本脳炎ウイルス、ニューカッスル病ウイルス、

ハンタンウイルス、ブタエンテロウイルス９型、フニンウイルス、

ブルータングウイルス、ベネズエラウマ脳炎ウイルス、ヘンドラ

ウイルス、ポテト・スピンドル・チュバー・ウィロイド、ポワッサン

ウイルス、マチュポウイルス、マールブルグウイルス、マレー渓

谷脳炎ウイルス、ヤギ痘ウイルス、羊痘ウイルス、ラグナネグラ

ウイルス、ラッサウイルス 、ランピースキン病ウイルス、リッサ

ウイルス属のウイルス（狂犬病ウイルスを含む。）、リフトバ

レー熱ウイルス、リンパ球性脈絡髄膜炎ウイルス、ルヨウイル

ス又はロシオウイルス

4 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 1

a）第一号に該当す

るもののうち、アフリ

カ馬疫ウイルス

1C351 Human and animal pathogens and "toxins", as follows:

a. Viruses, whether natural, enhanced or modified, either in the

form of "isolated live cultures" or as material including living

material which has been deliberately inoculated or contaminated

with such cultures, as follows:

1. African horse sickness virus.

5 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 2

b）第一号に該当す

るもののうち、アフリ

カ豚コレラウイルス

2. African swine fever virus;

6 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1C354 a 1

c）第一号に該当す

るもののうち、アン

デアン・ポテト・ラテ

ント・ウイルス

1C354 Plant pathogens, as follows:

a. Viruses, whether natural, enhanced or modified, either in the

form of “isolated live cultures” or as material including living

material which has been deliberately inoculated or contaminated

with such cultures, as follows:

1. Andean potato latent virus (Potato Andean latent tymovirus);

7 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 3

d)第一号に該当す

るもののうち、アン

デスウイルス

1C351 Human and animal pathogens and "toxins", as follows:

a. Viruses, whether natural, enhanced or modified, either in the

form of “isolated live cultures” or as material including living

material which has been deliberately inoculated or contaminated

with such cultures, as follows:（中略）

3. Andes virus;

8 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 13

e）第一号に該当す

るもののうち、エボ

ラウイルス

13. Ebola virus;

9 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 56

f）第一号に該当す

るもののうち、黄熱

ウイルス

56. Yellow fever virus;

10 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 19

g）第一号に該当す

るもののうち、オー

エスキー病ウイルス

19. Herpes virus (Aujeszky's disease);

11 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 36

h）第一号に該当す

るもののうち、オム

スク出血熱ウイルス

36. Omsk haemorrhagic fever virus;

12 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 37

i）一号に該当するも

ののうち、オロポー

チウイルス

37. Oropouche virus;

13 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 16

j）第一号に該当す

るもののうち、ガナ

リトウイルス

16. Guanarito virus;

14 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 23

k）第一号に該当す

るもののうち、キャ

サヌール森林病ウ

イルス

23. Kyasanur Forest virus;

15 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 43

l）第一号に該当す

るもののうち、牛疫

ウイルス

43. Rinderpest virus;

16 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 9

ｍ)第一号に該当す

るもののうち、クリミ

ア―コンゴ出血熱ウ

イルス

9. Congo-Crimean haemorrhagic fever virus;

17 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 14

ｎ)第一号に該当す

るもののうち、口蹄

疫ウイルス

14. Foot and mouth disease virus;

18 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 45

o）第一号に該当す

るもののうち、サビ

アウイルス

45. Sabia virus;

19 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 32

p）第一号に該当す

るもののうち、サル

痘ウイルス

32. Monkey pox virus;

20 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 38

q）第一号に該当す

るもののうち、小反

芻獣疫ウイルス

38. Peste des petits ruminants virus;

21 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 48

ｒ)第一号に該当す

るもののうち、シンノ

ンブレウイルス

48. Sin nombre virus;

22 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 54

s)第一号に該当す

るもののうち、水胞

性口炎ウイルス

54. Vesicular stomatitis virus;
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23 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 55

t）第一号に該当す

るもののうち、西部

ウマ脳炎ウイルス

55. Western equine encephalitis virus;

24 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 49

u）第一号に該当す

るもののうち、セント

ルイス脳炎ウイルス

49. St Louis encephalitis virus;

25 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 46

v）第一号に該当す

るもののうち、ソウ

ルウイルス

46. Seoul virus;

26 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 51

w）第一号に該当す

るもののうち、ダニ

媒介性脳炎ウイル

ス

51. Tick-borne encephalitis virus (Russian Spring-Summer

encephalitis virus);

27 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 7

ｘ)第一号に該当す

るもののうち、チク

ングニヤウイルス

7. Chikungunya virus;

28 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 6

ｙ）第一号に該当す

るもののうち、チャ

パレウイルス

6. Chapare virus;

29 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 26

z）第一号に該当す

るもののうち、跳躍

病ウイルス

26. Louping ill virus;

30 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 50

aa）第一号に該当す

るもののうち、テッ

シェン病ウイルス

50. Teschen disease virus;

31 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 8

bb）第一号に該当す

るもののうち、テュク

ロウイルス

8. Choclo virus;

32 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 10

cc）第一号に該当

するもののうち、デ

ング熱ウイルス

10 Dengue fever virus;

33 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 52

dd）第一号に該当す

るもののうち、痘瘡

ウイルス

52. Variola virus;

34 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 12

ee）第一号に該当

するもののうち、東

部ウマ脳炎ウイルス

12 Eastern equine encephalitis virus;

35 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 11

ff）第一号に該当す

るもののうち、ドブラ

バーベルグレドウイ

ルス

11. Dobrava-Belgrade virus;

36 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 4 b 2

gg）第一号に該当す

るもののうち、トリイ

ンフルエンザウイル

ス（Ｈ５又はＨ７のＨ

抗原を有するもの

に限る。）

4. Avian influenza virus, which are:

a. Uncharacterised; or

b. Defined in Annex I(2) EC Directive 2005/94/EC (OJ L 10

14.1.2006 p. 16) as having high pathogenicity, as follows:

1. Type A viruses with an IVPI (intravenous pathogenicity index)

in 6 week old chickens of greater than 1,2; or

2. Type A viruses of the subtypes H5 or H7 with genome

sequences codified for multiple basic amino acids at the

cleavage site of the haemagglutinin molecule similar to that

observed for other HPAI viruses, indicating that the

haemagglutinin molecule can be cleaved by a host ubiquitous

protease;

要

37 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 20

hh）第一号に該当

するもののうち、豚

コレラウイルス

20. Hog cholera virus (swine fever virus);

38 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 35

ii）第一号に該当す

るもののうち、ニパ

ウイルス

35. Nipah virus;

39 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 21

jj）第一号に該当す

るもののうち、日本

脳炎ウイルス

21. Japanese encephalitis virus;

40 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 34

kk）第一号に該当す

るもののうち、

ニューカッスル病ウ

イルス

34 Newcastle disease virus;

41 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 17

ll）第一号に該当す

るもののうち、ハン

ターンウイルス

17. Hantaan virus;

42 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 39

mm）第一号に該当

するもののうち、ブ

タエンテロウイルス

９型

39. Porcine enterovirus type 9 (swine vesicular disease virus);

43 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 22

nn）第一号に該当

するもののうち、フ

ニンウイルス

22. Junin virus;

44 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 5

oo）第一号に該当

するもののうち、ブ

ルータングウイルス

5. Bluetongue virus;

45 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 53

pp）第一号に該当す

るもののうち、ベネ

ズエラウマ脳炎ウイ

ルス

53. Venezuelan equine encephalitis virus;

46 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 18

qq）第一号に該当す

るもののうち、ヘン

ドラウイルス

18. Hendra virus (Equine morbillivirus);

47 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ354 a 2

rr）第一号に該当す

るもののうち、ポテ

ト・スピンドル・チュ

バー・ウィロイド

1C354 Plant pathogens, as follows:

a. Viruses, whether natural, enhanced or modified, either in the

form of "isolated live cultures" or as material including living

material which has been deliberately inoculated or contaminated

with such cultures, as follows:（中略）

2. Potato spindle tuber viroid;

48 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 40

ss）第一号に該当す

るもののうち、ポ

ワッサンウイルス

40. Powassan virus;

49 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 30

ｔｔ)第一号に該当す

るもののうち、マ

チュポウイルス

30. Machupo virus;

50 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 31

uu）第一号に該当

するもののうち、

マールブルグウイル

ス

31. Marburg virus;

51 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 33

vv）第一号に該当す

るもののうち、マ

レー渓谷脳炎ウイ

ルス

33. Murray Valley encephalitis virus;



52 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 15

ww）第一号に該当

するもののうち、ヤ

ギ痘ウイルス

15. Goat pox virus;

53 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 47

xx）第一号に該当す

るもののうち、羊痘

ウイルス

47. Sheep pox virus;

54 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 24

yy）第一号に該当す

るもののうち、ラグ

ナネグラウイルス

24. Laguna Negra virus;

55 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 25

zz）第一号に該当す

るもののうち、ラッ

サ熱ウイルス

25. Lassa fever virus;

56 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 28

aaa）第一号に該当

するもののうち、ラ

ンピースキン病ウイ

ルス

28. Lumpy skin disease virus;

57 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 41

bbb）第一号に該当

するもののうち、

リッサウイルス属の

ウイルス（狂犬病ウ

イルスを含む。）

41. Rabies virus and all other members of the Lyssavirus genus;

58 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 42

ccc）第一号に該当

するもののうち、リ

フトバレー熱ウイル

ス

42. Rift Valley fever virus;

59 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 29

ddd）第一号に該当

するもののうち、リ

ンパ球性脈絡髄膜

炎ウイルス

29. Lymphocytic choriomeningitis virus;

60 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 27

eee）第一号に該当

するもののうち、ル

ヨウイルス

27. Lujo virus;

61 EU 3の2(1) 2条の2 1 一 1Ｃ351 a 44

fff）第一号に該当

するもののうち、ロ

シオウイルス

44. Rocio virus;

62 日 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351

細菌（ワクチンを除く。）であって、アルゲンチネンス菌、ウェル

シュ菌（イプシロン毒素産生型のものに限る。）、ウシ流産菌、

オウム病クラミジア、牛肺疫菌（小コロニー型）、コクシエラ属

バーネッティイ、コレラ菌、志賀赤痢菌、炭疽菌、チフス菌、腸

管出血性大腸菌（血清型Ｏ２６、Ｏ４５、Ｏ１０３、Ｏ１０４、Ｏ１１

１、Ｏ１２１、Ｏ１４５及びＯ１５７）、発疹チフスリケッチア、バラチ

菌、鼻疽菌、ブタ流産菌、ブチリカム菌、ペスト菌、ボツリヌス

菌、マルタ熱菌、山羊伝染性胸膜肺炎菌Ｆ38株、野兎病菌又

は類鼻疽菌

63 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 8

a）第二号に該当す

るもののうち、アル

ゲンチネンス菌

c. Bacteria, whether natural, enhanced or modified, either in the

form of "isolated live cultures" or as material including living

material which has been deliberately inoculated or contaminated

with such cultures, as follows:（中略）

8. Clostridium argentinense (formerly known as Clostridium

botulinum Type G), botulinum neurotoxin producing strains;

64 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 12

b）第二号に該当す

るもののうち、ウェ

ルシュ菌

12. Clostridium perfringens epsilon toxin producing types;

65 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 2

c）第二号に該当す

るもののうち、ウシ

流産菌

2. Brucella abortus;

66 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 7

d）第二号に該当す

るもののうち、オウ

ム病クラミジア

7. Chlamydophila psittaci (formally known as Chlamydia psittaci);

67 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 16

e）第二号に該当す

るもののうち、牛肺

疫菌（小コロニー

型）

16. Mycoplasma mycoides subspecies mycoides SC (small

colony);

68 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 13

f）第二号に該当す

るもののうち、コクシ

エラ属バーネッティ

イ

13. Coxiella burnetii;

69 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 21

g）第二号に該当す

るもののうち、コレラ

菌

21. Vibrio cholerae;

70 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 20

h）第二号に該当す

るもののうち、志賀

赤痢菌

20. Shigella dysenteriae;

71 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 1
i）第二号に該当す

るもののうち、炭疽

菌

1. Bacillus anthracis;

72 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 18

j）第二号に該当す

るもののうち、チフ

ス菌

18. Salmonella typhi;

73 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 19

k）第二号に該当す

るもののうち、腸管

出血性大腸菌（血

清型Ｏ２６、Ｏ４５、Ｏ

１０３、Ｏ１０４、Ｏ１１

１、Ｏ１２１、Ｏ１４５

及びＯ１５７）

19. Shiga toxin producing Escherichia coli (STEC) of serogroups

O26, O45, O103, O104, O111, O121, O145, O157, and other

shiga toxin producing serogroups;

Technical Note:

Shiga toxin producing Escherichia coli (STEC) is also known as

enterohaemorrhagic E. coli (EHEC) or verocytotoxin producing

E. coli (VTEC).

74 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 17

l）第二号に該当す

るもののうち、発疹

チフスリケッチア

17. Rickettsia prowasecki;

75 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 9

m）第二号に該当す

るもののうち、バラ

チ菌

9. Clostridium baratii, botulinum neurotoxin producing strains;

76 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 5

n）第二号に該当す

るもののうち、鼻疽

菌

5. Burkholderia mallei (Pseudomonas mallei);

77 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 4

o）第二号に該当す

るもののうち、ブタ

流産菌

4. Brucella suis;

78 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 11

p）第二号に該当す

るもののうち、ブチ

リカム菌

11. Clostridium butyricum, botulinum neurotoxin producing

strains;

79 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 22

q）第二号に該当す

るもののうち、ペス

ト菌

22. Yersinia pestis;

80 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 10

r）第二号に該当す

るもののうち、ボツ

リヌス菌

10. Clostridium botulinum;

81 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 3

s）第二号に該当す

るもののうち、マル

タ熱菌

3. Brucella melitensis;



82 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 15

t）第二号に該当す

るもののうち、山羊

伝染性胸膜肺炎菌

Ｆ38株

15. Mycoplasma capricolum subspecies capripneumoniae (strain

F38);

83 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 14

u）第二号に該当す

るもののうち、野兎

病菌

14. Francisella tularensis;

84 EU 3の2(1) 2条の2 1 二 1C351 c 6

v）第二号に該当す

るもののうち、類鼻

疽菌

6. Burkholderia pseudomallei (Pseudomonas pseudomallei);

85 日 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351

毒素（免疫毒素を除く。）であって、アフラトキシン、アブリン、

ウェルシュ菌毒素（アルファ、ベータ１、ベータ２、イプシロン又

はイオタの毒素に限る。）、HT－２トキシン、黄色ブドウ球菌毒

素（腸管毒素、アルファ毒素及び毒素性ショック症候群毒

素）、 コノトキシン、コレラ毒素、志賀毒素、ジアセトキシスシル

ペノール毒素、T－２トキシン、テトロドトキシ ン、ビスカムアル

バムレクチン、ベロ毒素及び志賀毒素様リボゾーム不活化蛋

白質、ボツリヌス毒素、ボルケンシン、ミクロシスチン又はモデ

シン

86 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 11

a）第三号に該当す

るもののうち、アフラ

トキシン

d. "Toxins", as follows, and "sub-unit of toxins" thereof:（中略）

11. Aflatoxins;

87 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 12

b）第三号に該当す

るもののうち、アブ

リン

12. Abrin;

88 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 2

c）第三号に該当す

るもののうち、ウェ

ルシュ菌毒素

2. Clostridium perfringens alpha, beta 1, beta 2, epsilon and iota

toxins;

89 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 16

d）第三号に該当す

るもののうち、HT－

２トキシン

16. HT-2 toxin;

90 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 7

e）第三号に該当す

るもののうち、黄色

ブドウ球菌毒素（腸

管毒素、アルファ毒

素及び毒素性ショッ

ク症候群毒素）

7. Staphylococcus aureus enterotoxins, hemolysin alpha toxin,

and toxic shock syndrome toxin (formerly known as

Staphylococcus enterotoxin F);

91 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 3

f）第三号に該当す

るもののうち、コノト

キシン

3. Conotoxin;

92 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 13

g）第三号に該当す

るもののうち、コレラ

毒素

13. Cholera toxin;

93 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 6

h）第三号に該当す

るもののうち、赤痢

菌毒素

6. Shiga toxin;

Technical Note:

Shiga toxin producing Escherichia coli (STEC) is also known as

enterohaemorrhagic E. coli (EHEC) or verocytotoxin producing

E. coli (VTEC).

94 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 14

i）第三号に該当す

るもののうち、ジア

セトキシスシルペ

ノール毒素

14. Diacetoxyscirpenol toxin;

95 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 15

j）第三号に該当す

るもののうち、T－２

トキシン

15. T-2 toxin;

96 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 8

k）第三号に該当す

るもののうち、テトロ

ドトキシ ン

8. Tetrodotoxin;

97 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 19

l）第三号に該当す

るもののうち、ビス

カムアルバムレクチ

ン

19. Viscum album Lectin 1 (Viscumin);

98 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 9

m）第三号に該当す

るもののうち、ベロ

毒素及び志賀毒素

様リボゾーム不活

化蛋白質

9. Verotoxin and shiga-like ribosome inactivating proteins;

99 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 1

n）第三号に該当す

るもののうち、ボツ

リヌス毒素

1. Botulinum toxins;

100 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 18

o）第三号に該当す

るもののうち、ボル

ケンシン

18. Volkensin;

101 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 10

p）第三号に該当す

るもののうち、ミクロ

シスチン

10. Microcystin (Cyanginosin);

102 EU 3の2(1) 2条の2 1 三 1C351 d 17

q）第三号に該当す

るもののうち、モデ

シン

17. Modeccin;

103 日 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 前号に該当するもののサブユニット

104 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d d. “Toxins”, as follows, and “sub-unit of toxins” thereof:

105 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 11

a）第四号に該当す

るもののうち、アフラ

トキシン

11. Aflatoxins;

106 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 12

b）第四号に該当す

るもののうち、アブ

リン

12. Abrin;

107 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 2

c）第四号に該当す

るもののうち、ウェ

ルシュ菌毒素

2. Clostridium perfringens alpha, beta 1, beta 2, epsilon and iota

toxins;

108 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 16

d）第四号に該当す

るもののうち、HT－

２トキシン

16. HT-2 toxin;

109 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 7

e）第四号に該当す

るもののうち、黄色

ブドウ球菌毒素（腸

管毒素、アルファ毒

素及び毒素性ショッ

ク症候群毒素）

7. Staphylococcus aureus enterotoxins, hemolysin alpha toxin,

and toxic shock syndrome toxin (formerly known as

Staphylococcus enterotoxin F);

110 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 3

f）第四号に該当す

るもののうち、コノト

キシン

3. Conotoxin;

111 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 13

g）第四号に該当す

るもののうち、コレラ

毒素

13. Cholera toxin;



112 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 6

h）第四号に該当す

るもののうち、赤痢

菌毒素

6. Shiga toxin;

Technical Note:

Shiga toxin producing Escherichia coli (STEC) is also known as

enterohaemorrhagic E. coli (EHEC) or verocytotoxin producing

E. coli (VTEC).

113 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 14

i）第四号に該当す

るもののうち、ジア

セトキシスシルペ

ノール毒素

14. Diacetoxyscirpenol toxin;

114 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 15

j）第四号に該当す

るもののうち、T－２

トキシン

15. T-2 toxin;

115 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 8

k）第四号に該当す

るもののうち、テトロ

ドトキシ ン

8. Tetrodotoxin;

116 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 19

l）第四号に該当す

るもののうち、ビス

カムアルバムレクチ

ン

19. Viscum album Lectin 1 (Viscumin);

117 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 9

m）第四号に該当す

るもののうち、ベロ

毒素及び志賀毒素

様リボゾーム不活

化蛋白質

9. Verotoxin and shiga-like ribosome inactivating proteins;

118 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 1

n）第四号に該当す

るもののうち、ボツ

リヌス毒素

1. Botulinum toxins;

119 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 18

o）第四号に該当す

るもののうち、ボル

ケンシン

18. Volkensin;

120 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 10

p）第四号に該当す

るもののうち、ミクロ

シスチン

10. Microcystin (Cyanginosin);

121 EU 3の2(1) 2条の2 1 四 1C351 d 17

q）第四号に該当す

るもののうち、モデ

シン

17. Modeccin;

122 日 3の2(1) 2条の2 1 五
1C351,

1C354

細菌又は菌類であって、クラビバクター・ミシガネンシス亜種セ

ペドニカス、コクシジオイデス・イミチス、コクシジオイデス・ポサ

ダシ、コクリオボールス・ミヤベアヌス、コレトトリクム・カーハワ

イ、ザントモナス・アクソノポディス・パソバー・シトリ、ザントモ

ナス・アルビリネアンス、ザントモナス・オリゼ・パソバー・オリ

ゼ、シンキトリウム・エンドビオチクム、スクレロフトラ・ライシア

エ・バラエティー・ゼアエ、セカフォラ・ソラニ、チレチア・インディ

カ、プクシニア・グラミニス種グラミニス・バラエティー・グラミニ

ス、プクシニア・ストリイフォルミス、ペロノスクレロスポラ・フィリ

ピネンシス、マグナポルテ・オリゼ、ミクロシクルス・ウレイ又は

ラルストニア・ソラナセアルム・レース３及び次亜種２

123 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 b 4

a）第五号に該当す

るもののうち、クラビ

バクター・ミシガネン

シス亜種セペドニカ

ス

1C354 Plant pathogens, as follows:

b. Bacteria, whether natural, enhanced or modified, either in the

form of “isolated live cultures” or as material which has been

deliberately inoculated or contaminated with such cultures, as

follows:

4. Clavibacter michiganensis subsp. Sepedonicus

(Corynebacterium michiganensis subsp. Sepedonicum or

Corynebacterium Sepedonicum);

124 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C351 e 1

b)第五号に該当す

るもののうち、コクシ

ジオイデス・イミチス

e. Fungi, whether natural, enhanced or modified, either in the

form of “isolated live cultures” or as material including living

material which has been deliberately inoculated or contaminated

with such cultures, as follows:

1. Coccidioides immitis;

125 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C351 e 2

ｃ）第五号に該当す

るもののうち、コクシ

ジオイデス・ポサダ

シ

2. Coccidioides posadasii.

126 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 2

d）第五号に該当す

るもののうち、コクリ

オボールス・ミヤベ

アヌス

2. Cochliobolus miyabeanus (Helminthosporium oryzae);

127 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 1

e）第五号に該当す

るもののうち、コレト

トリクム・カーハワイ

c. Fungi, whether natural, enhanced or modified, either in the

form of “isolated live cultures” or as material which has been

deliberately inoculated or contaminated with such cultures, as

follows:

1. Colletotrichum kahawae (Colletotrichum coffeanum var.

virulans);

128 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 b 1

f）第五号に該当す

るもののうち、ザン

トモナス・アルビリネ

アンス

b. Bacteria, whether natural, enhanced or modified, either in the

form of “isolated live cultures” or as material which has been

deliberately inoculated or contaminated with such cultures, as

follows:

1. Xanthomonas albilineans;

129 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 b 3

g）第五号に該当す

るもののうち、ザン

トモナス・オリゼ・パ

ソバー・オリゼ

3. Xanthomonas oryzae pv. oryzae (Pseudomonas campestris pv.

oryzae);

130 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 b 2

h）第五号に該当す

るもののうち、ザン

トモナス・アクソノポ

ディス・パソバー・シ

トリ

2. Xanthomonas axonopodis pv. citri (Xanthomonas campestris

pv. citri A) [Xanthomonas campestris pv. citri];

131 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 9

i）第五号に該当す

るもののうち、シン

キトリウム・エンドビ

オチクム

9. Synchytrium endobioticium;

132 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 8

j）第五号に該当す

るもののうち、スク

レロフトラ・ライシア

エ・バラエティー・ゼ

アエ

8. Sclerophthora rayssiae var. zeae;

133 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 11

k）第五号に該当す

るもののうち、セカ

フォラ・ソラニ

11. Thecaphora solani.

134 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 10

l）第五号に該当す

るもののうち、チレ

チア・インディカ

10. Tilletia indica;

135 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 6

m）第五号に該当す

るもののうち、マグ

ナポルテ・オリゼ

6. Magnaporthe oryzae (Pyricularia oryzae);

136 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 4

n）第五号に該当す

るもののうち、プク

シニア・グラミニス種

グラミニス・バラエ

ティー・グラミニス

4. Puccinia graminis ssp. graminis var. graminis/Puccinia graminis

ssp. graminis var. stakmanii (Puccinia graminis [syn. Puccinia

graminis f. sp. tritici]);



137 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 5

o）第五号に該当す

るもののうち、プク

シニア・ストリイフォ

ルミス

5. Puccinia striiformis (syn. Puccinia glumarum);

138 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 7

p）第五号に該当す

るもののうち、ペロ

ノスクレロスポラ・

フィリピネンシス

7. Peronosclerospora philippinensis (Peronosclerospora

sacchari);

139 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 6

q）第五号に該当す

るもののうち、マグ

ナポルテ・オリゼ

6. Magnaporthe oryzae (Pyricularia oryzae);

140 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 c 3

r）第五号に該当す

るもののうち、ミクロ

シクルス・ウレイ

3. Microcyclus ulei (syn. Dothidella ulei);

141 EU 3の2(1) 2条の2 1 五 1C354 b 5

s）第五号に該当す

るもののうち、ラル

ストニア・ソラナセア

ルム・レース３及び

次亜種２

5. Ralstonia solanacearum, race 3, biovar 2;

142 日 3の2(1) 2条の2 1 六 1C353

第一号、第二号若しくは前号に該当するものの核酸の塩基配

列のうち病原性を発現させるもの又は第三号若しくは第四号

に該当するものを産生させる核酸の塩基配列を有する遺伝子

（染色体、ゲノム、プラスミド、トランスポゾン及びベクターを含

む。 ）

143 EU 3の2(1) 2条の2 1 六 1C353 a

a)第六号に該当す

るもののうち、第一

号、第二号又は第

五号（1C351.a.,

1C351.b., 1C351.c,

1C351.e., 1C352又

は1C354）に該当す

るもの

1C353 Genetic elements and genetically modified organisms, as

follows:

a. Genetically modified organisms or genetic elements that

contain nucleic acid sequences associated with pathogenicity of

organisms specified in 1C351.a., 1C351.c, 1C351.e. or 1C354;

144 EU 3の2(1) 2条の2 1 六 1C353 b

b）第六号に該当す

るもののうち、第三

号（1C351.d.）又は

第四号に該当する

もの

b. Genetically modified organisms or genetic elements that

contain nucleic acid sequences coding for any of the “toxins”

specified in 1C351.d. or “sub-units of toxins” thereof.

Technical Notes:

1. Genetic elements include, inter alia, chromosomes, genomes,

plasmids, transposons and vectors whether genetically modified

or unmodified.

2. Nucleic acid sequences associated with the pathogenicity of

any of the micro-organisms specified in 1C351.a., 1C351.b.,

1C351.c., 1C351.e., 1C352 or 1C354 means any sequence

specific to the specified micro-organism that:

a. In itself or through its transcribed or translated products

represents a significant hazard to human, animal or plant health;

145 EU 3の2(1) 2条の2 1 六 1C353 b

（字数制約により、セル分割）

b. Is known to enhance the ability of a specified micro-organism,

or any other organism into which it may be inserted or

otherwise integrated, to cause serious harm to humans, animals

or plant health.

Note: 1C353 does not control nucleic acid sequences

associated with the pathogenicity of enterohaemorrhagic

Escherichia coli, serotype O157 and other verotoxin producing

strains, other than those coding for the verotoxin, or for its

sub-units.

146 日 3の2(1) 2条の2 1 七 1C353

第一号、第二号若しくは第五号に該当するものの核酸の塩基

配列のうち病原性を発現させるもの又は第三号若しくは第四

号に該当するものを産生させる核酸の塩基配列を有するよう

に遺伝子を改変した生物（微生物を含む。）

147 EU 3の2(1) 2条の2 1 七 1C353 a

a）第七号に該当す

るもののうち、第一

号、第二号又は第

五号（1C351.a.,

1C351.b., 1C351.c,

1C351.e., 1C352又

は1C354）に該当す

るもの

1C353 Genetic elements and genetically modified organisms, as

follows:

a. Genetically modified organisms or genetic elements that

contain nucleic acid sequences associated with

pathogenicity of organisms specified in 1C351.a., 1C351.b.,

1C351.c, 1C351.e., 1C352 or 1C354;（後略）

要

148 EU 3の2(1) 2条の2 1 七 1C353 b

b）第七号に該当す

るもののうち、第三

号（1C351.d.）又は

第四号に該当する

もの

b. Genetically modified organisms or genetic elements that

contain nucleic acid sequences coding for any of the "toxins"

specified in 1C351.d. or "sub-units of toxins" thereof.

Technical Notes:

1. Genetically-modified organisms includes organisms in which

the genetic material (nucleic acid sequences) has been altered

in a way that does not occur naturally by mating and/or natural

recombination, and encompasses those produced artificially in

whole or in part.

2. Genetic elements include inter alia chromosomes, genomes,

plasmids, transposons, and vectors whether genetically modified

or unmodified, or chemically synthesized in whole or in part.

149 EU 3の2(1) 2条の2 1 七 1C353 b

（字数制約により、セル分割）

3. Nucleic acid sequences associated with the pathogenicity of

any of the micro-organisms specified in 1C351.a., 1C351.c.,

1C351.e. or 1C354 means any sequence specific to the

specified micro-organism that:

a. In itself or through its transcribed or translated products

represents a significant hazard to human, animal or plant health;

or

b. Is known to enhance the ability of a specified micro-organism,

or any other organism into which it may be inserted or

otherwise integrated, to cause serious harm to humans, animals

or plant health.

Note: 1C353 does not control nucleic acid sequences

associated with the pathogenicity of enterohaemorrhagic

Escherichia coli, serotype O157 and other verotoxin producing

strains, other than those coding for the verotoxin, or for its

sub-units.

150 日 3の2(2) 2条の2 2
2B352,

9A350

輸出令別表第１の３の２の項（２）の経済産業省令で定める仕

様のものは、次のいずれかに該当するものとする。

151 日
3の

2(2)1
2条の2 2 一 2B352

物理的封じ込めに用いられる装置であって、次のいずれかに

該当するもの

152 日
3の

2(2)1
2条の2 2 一 イ 2B352

イ 　物理的封じ込めのレベルがＰ3又はＰ4である施設用の装

置

153 EU
3の

2(2)1
2条の2 2 一 イ 2B352 a

a）イに該当するもの

のうち、物理的封じ

込めのレベルがＰ3

又はＰ4である施設

用の装置

2B352 Equipment capable of use in handling biological materials,

as follows:

a. Complete biological containment facilities at P3, P4

containment level;

Technical Note:

P3 or P4 (BL3, BL4, L3, L4) containment levels are as specified

in the WHO Laboratory Biosafety manual (3 rd edition Geneva

2004).

要



154 EU
3の

2(2)1
2条の2 2 一 イ 2B352 f 2

b）イに該当するもの

のうち、クラス－Ⅲ

安全キャビネット

f. Protective and containment equipment, as follows:（中略）

2. Class III biological safety cabinets or isolators with similar

performance standards;

Note: In 2B352.f.2., isolators include flexible isolators, dry boxes,

anaerobic chambers, glove boxes and laminar flow hoods (closed

with vertical flow).

要

155 日
3の

2(2)1
2条の2 2 一 ロ 2B352 f 2

ロ 　クラス―Ⅲ安全キャビネットの有する物理的封じ込めの

機能と同等の機能を有するアイソレータ

156 EU
3の

2(2)1
2条の2 2 一 ロ 2B352 f 2

f. Protective and containment equipment, as follows:

1. Protective full or half suits, or hoods dependent upon a

tethered external air supply and operating under positive

pressure;

Note: 2B352.f.1. does not control suits designed to be worn

with self-contained breathing apparatus.

2. Class III biological safety cabinets or isolators with similar

performance standards;

Note: In 2B352.f.2., isolators include flexible isolators, dry boxes,

anaerobic chambers, glove boxes and laminar flow hoods (closed

with vertical flow).

要

157 日
3の

2(2)2
2条の2 2 二 2B352 b

発酵槽又はその部分品であって、次のいずれかに該当するも

の

158 EU
3の

2(2)2
2条の2 2 二 2B352 b

b. Fermenters and components as follows:

  1. Fermenters capable of cultivation of pathogenic

“microorganisms” or of live cells for the production of

pathogenic viruses or toxins, without the propagation of

aerosols, having a total capacity of 20 litres or more;

  2. Components designed for fermenters in 2B352.b.1. as

follows:

    a. Cultivation chambers designed to be sterilised or

disinfected in situ;

    b. Cultivation chamber holding devices;

    c. Process control units capable of simultaneously

monitoring and controlling two or more fermentation system

parameters (e.g., temperature, pH, nutrients, agitation, dissolved

oxygen, air flow, foam control);

Technical Note:

For the purposes of 2B352.b. fermenters include bioreactors,

single-use (disposable) bioreactors, chemostats and continuous-

flow systems.

159 日
3の

2(2)2
2条の2 2 二 イ 2B352 b

イ 　使い捨て式以外の発酵槽又はその部分品であって、次の

いずれかに該当するもの

160 EU
3の

2(2)2
2条の2 2 二 イ 2B352 b

b. Fermenters and components as follows:（中略）

Technical Note:

For the purposes of 2B352.b. fermenters include bioreactors,

single-use (disposable) bioreactors, chemostats and continuous-

flow systems.

161 日
3の

2(2)2
2条の2 2 二 イ （一） 2B352 b 1

　（一） 容量が２０リットル以上の密閉式の発酵槽であって、定

置した状態で内部の滅菌又は殺菌ができるもの

162 EU
3の

2(2)2
2条の2 2 二 イ （一） 2B352 b 1

1. Fermenters capable of cultivation of pathogenic

“microorganisms” or of live cells for the production of

pathogenic viruses or toxins, without the propagation of

aerosols, having a total capacity of 20 litres or more;

要

163 日
3の

2(2)2
2条の2 2 二 イ （二） 2B352 b 2

　（二）　（一）に該当する発酵槽に用いるように設計された培

養容器であって、定置した状態で内部の滅菌又は殺菌ができ

るもの

164 EU
3の

2(2)2
2条の2 2 二 イ （二） 2B352 b 2

2. Components designed for fermenters in 2B352.b.1. as follows:

a. Cultivation chambers designed to be sterilised or disinfected in

situ;

b. Cultivation chamber holding devices;

要

165 日
3の

2(2)2
2条の2 2 二 イ （三） 2B352 c

　（三）　（一）に該当する発酵槽に用いるように設計された制

御装置であって、発酵装置を制御するための２以上のパラメー

ターを同時に監視及び制御をすることができるもの

166 EU
3の

2(2)2
2条の2 2 二 イ （三） 2B352 c

c. Process control units capable of simultaneously monitoring

and controlling two or more fermentation system parameters

(e.g., temperature, pH, nutrients, agitation, dissolved oxygen, air

flow, foam control);

要

167 日
3の

2(2)2
2条の2 2 二 ロ 2B352 b

ロ 　使い捨て式の発酵槽又はその部分品であって、次のいず

れかに該当するもの

168 EU
3の

2(2)2
2条の2 2 二 ロ 2B352 b

b. Fermenters and components as follows:（中略）

Technical Note:

For the purposes of 2B352.b. fermenters include bioreactors,

single-use (disposable) bioreactors, chemostats and continuous-

flow systems.

169 日
3の

2(2)2
2条の2 2 二 ロ （一） 2B352 b 1

　（一） 容量が２０リットル以上の密閉式の発酵槽

170 EU
3の

2(2)2
2条の2 2 二 ロ （一） 2B352 b 1

1. Fermenters capable of cultivation of pathogenic

"microorganisms" or of live cells for the production of

pathogenic viruses or toxins, without the propagation of

aerosols, having a total capacity of 20 litres or more;

要

171 日
3の

2(2)2
2条の2 2 二 ロ （二） 2B352 b 2 b

　（二）　（一）に該当する発酵槽に用いるように設計された使

い捨て培養容器の収容装置

172 EU
3の

2(2)2
2条の2 2 二 ロ （二） 2B352 b 2 b

b. Cultivation chamber holding devices;
要

173 日
3の

2(2)2
2条の2 2 二 ロ （三） 2B352 b 2 c

　（三）　（一）に該当する発酵槽に用いるように設計された制

御装置であって、発酵装置を制御するための２以上のパラメー

ターを同時に監視及び制御をすることができるもの

174 EU
3の

2(2)2
2条の2 2 二 ロ （三） 2B352 b 2 c

c. Process control units capable of simultaneously monitoring

and controlling two or more fermentation system parameters

(e.g., temperature, pH, nutrients, agitation, dissolved oxygen, air

flow, foam control);

要

175 日
3の

2(2)3
2条の2 2 三 2B352 c

連続式の遠心分離機であって、次のイからニまでのすべてに

該当するもの

イ　 流量が１時間につき100リットルを超えるもの

ロ 　研磨したステンレス鋼又はチタンで構成されたもの

ハ　 メカニカルシールで軸封をしているもの

ニ 　定置し、かつ、閉じた状態で蒸気により内部の滅菌をする

ことができるもの

176 EU
3の

2(2)3
2条の2 2 三 2B352 c

c. Centrifugal separators, capable of continuous separation

without the propagation of aerosols, having all the following

characteristics:

1. Flow-rate exceeding 100 litres per hour;

2. Components of polished stainless steel or titanium;

3. One or more sealing joints within the steam containment

area; and

4. Capable of in situ steam sterilisation in a closed state;

Technical Note:

Centrifugal separators include decanters.



177 日
3の

2(2)4
2条の2 2 四 2B352 d 1

クロスフローろ過用の装置であって、次のイ及びロに該当する

もの（逆浸透膜を用いたものを除く。）

イ  有効ろ過面積の合計が1平方メートル以上のもの

ロ　 次の(一)又は(二)に該当するもの

　(一) 　定置した状態で内部の滅菌又は殺菌をすることがで

きるもの

　(二) 　使い捨ての部分品を使用するもの

178 EU
3の

2(2)4
2条の2 2 四 2B352 d 1

d. Cross (tangential) flow filtration equipment and components as

follows:

1. Cross (tangential) flow filtration equipment capable of

separation of pathogenic micro-organisms, viruses, toxins or cell

cultures, without the propagation of aerosols, having all of the

following characteristics:

a. A total filtration area equal to or greater than 1 m 2 ; and

b. Having either of the following characteristics:

1. Capable of being sterilised or disinfected in situ; or

2. Using disposable or single-use filtration components;

179 EU
3の

2(2)4
2条の2 2 四 2B352 d 1

（字数制約により、セル分割）

Technical Note:

In 2B352.d.1.b. sterlised denotes the elimination of all viable

microbes from the equipment through the use of either physical

(e.g. steam) or chemical agents. Disinfected denotes the

destruction of potential microbial infectivity in the equipment

through the use of chemical agents with a germicidal effect.

Disinfection and sterilisation are distinct from sanitisation, the

latter referring to cleaning procedures designed to lower the

microbial content of equipment without necessarily achieving

elimination of all microbial infectivity or viability.

180 日
3の

2(2)4
2条の2 2 四号の二 2B352 d 2

前号に掲げるものに使用するように設計した部分品であって、

有効ろ過面積が0.2平方メートル以上のもの

181 EU
3の

2(2)4
2条の2 2 四号の二 2B352 d 2

2. Cross (tangential) flow filtration components (e.g. modules,

elements, cassettes, cartridges, units or plates) with filtration

area equal to or greater than 0,2 m 2 for each component and

designed for use in cross (tangential) flow filtration equipment

specified in 2B352.d.;

Note: 2B352.d. does not control reverse osmosis equipment, as

specified by the manufacturer.

182 日
3の

2(2)5
2条の2 2 五 2B352 e

凍結乾燥器であって、次のイ及びロに該当するもの

イ 　24時間につき10キログラム以上1,000キログラム未満の

氷を作る能力を有するもの

ロ 　蒸気により内部の滅菌をすることができるもの

183 EU
3の

2(2)5
2条の2 2 五 2B352 e

e. Steam sterilisable freeze drying equipment with a condenser

capacity exceeding 10 kg of ice in 24 hours and less than 1 000

kg of ice in 24 hours;

184 日

3の

2(2)5の

2

2条の2 2 五号の二 2B352 h

噴霧乾燥器であって、次のイからハまでの全てに該当するもの

イ　水分蒸発量が１時間あたり０．４キログラム以上４００キロ

グラム以下のもの

ロ　平均粒子径１０マイクロメートル以下の製品を製造すること

が可能なもの又は噴霧乾燥器の最小の部分品の変更で平均

粒子径１０マイクロメートル以下の製品を製造することが可能

なもの

ハ　定置した状態で内部の滅菌又は殺菌をすることができる

もの

185 EU

3の

2(2)5の

2

2条の2 2 五号の二 2B352 h

2B352 Equipment capable of use in handling biological materials,

as follows:（中略）

h. Spray drying equipment capable of drying toxins or pathogenic

microorganisms having all of the following:

1. A water evaporation capacity of ≥ 0,4 kg/h and ≤ 400 kg/h;

2. The ability to generate a typical mean product particle size of

≤ 10 μm with existing fittings or by minimal modification of the

spray-dryer with atomization nozzles enabling generation of the

required particle size; and

3. Capable of being sterilised or disinfected in situ.

186 日
3の

2(2)6
2条の2 2 六 2B352 f 1

物理的封じ込め施設において用いられる防護のための装置

であって、エアライン方式の換気用の装置を有する全身の若し

くは半身の衣服又はフードであるもののうち、その内部を陽圧

に維持することができるもの

187 EU
3の

2(2)6
2条の2 2 六 2B352 f 1

f. Protective and containment equipment, as follows:

1. Protective full or half suits, or hoods dependent upon a

tethered external air supply and operating under positive

pressure;

188 日
3の

2(2)7
2条の2 2 七 2B352 g

粒子状物質の吸入の試験用の装置であって、吸入室の容積

が１立方メートル以上のもの

189 EU
3の

2(2)7
2条の2 2 七 2B352 g

g. Chambers designed for aerosol challenge testing with

“microorganisms”, viruses or “toxins” and having a capacity of 1

m 3 or greater.

190 日
3の

2(2)8
2条の2 2 八 9A350

噴霧器若しくは煙霧機又はこれらの部分品であって、次のい

ずれかに該当するもの

191 日
3の

2(2)8
2条の2 2 八 イ 9A350 a

イ　 航空機、飛行船、気球又は無人航空機に搭載するように

設計した噴霧器又は煙霧機であって、初期粒径が体積メディ

アン径で50ミクロン未満の飛沫を液体搭載装置から2リットル

毎分超の割合で散布できるもの

192 EU
3の

2(2)8
2条の2 2 八 イ 9A350 a

9A350 Spraying or fogging systems, specially designed or

modified for fitting to aircraft, “lighter-than-air vehicles” or

unmanned aerial vehicles, and specially designed components

therefor, as follows:

a. Complete spraying or fogging systems capable of delivering,

from a liquid suspension, an initial droplet ‘VMD’ of less than

50 μm at a flow-rate of greater than two litres per minute;（中

略）

Note: Aerosol generating units are devices specially designed or

modified for fitting to aircraft such as nozzles, rotary drum

atomisers and similar devices.

Note: 9A350 does not control spraying or fogging systems and

components that are demonstrated not to be capable of

delivering biological agents in the form of infectious aerosols.

193 EU
3の

2(2)8
2条の2 2 八 イ 9A350 a

（字数制約により、セル分割）

Technical Notes:

1. Droplet size for spray equipment or nozzles specially designed

for use on aircraft, “lighter-than-air vehicles” or unmanned

aerial vehicles should be measured using either of the following:

a. Doppler laser method;

b. Forward laser diffraction method.

2. In 9A350 ‘VMD’ means Volume Median Diameter and for

water-based systems this equates to Mass Median Diameter

(MMD).

194 日
3の

2(2)8
2条の2 2 八 ロ 9A350 b

ロ 　航空機、飛行船、気球又は無人航空機に搭載するように

設計したエアゾール発生装置のスプレーブーム又はノズルで

あって、初期粒径が体積メディアン径で50ミクロン未満の飛沫

を液体搭載装置から2リットル毎分超の割合で散布できるもの

ty
ハイライト表示

ty
ハイライト表示

ty
ハイライト表示

ty
ハイライト表示

ty
ハイライト表示

ty
ハイライト表示



195 EU
3の

2(2)8
2条の2 2 八 ロ 9A350 b

b. Spray booms or arrays of aerosol generating units capable of

delivering, from a liquid suspension, an initial droplet ‘VMD’ of

less than 50 μm at a flow-rate of greater than two litres per

minute;

196 日
3の

2(2)8
2条の2 2 八 ハ 9A350 c

ハ　 初期粒径が体積メディアン径で50ミクロン未満の飛沫を

液体搭載装置から2リットル毎分超の割合で散布できる装置

に使用するように設計したエアゾール発生装置

197 EU
3の

2(2)8
2条の2 2 八 ハ 9A350 c

c. Aerosol generating units specially designed for fitting to

systems specified in 9A350.a. and b.




